
報告書 第 11 回ケアカフェふじ開催
 

新緑の候、皆様におかれましてはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。富士富士

川地区における医療介護福祉の地域包括ケア勉強会「ケアカフェふじ」の第 11 回が先日行

われ、参加者は 14 名でした。今回は「精神疾患」がテーマでした。介護保険の枠組みでは

認知症を除き精神疾患を扱うことはそれほど多くはないようですが、いわゆる「困難事例」

とされる事例には家族含め精神疾患が関与している例も多いと思いました。今回参加されな

かった皆様も次回ご参加いただければ幸いです。 

 

日時： 平成 30 年 4 月 19 日（木）18:45～20:15  

場所：トータルファミリーケア北西医院待合室 

テーマ：「精神疾患」                 

参加人数：14 名      

内容：               

レクチャー「精神疾患の個別対応と地域資源の活用」 

ワールドカフェ（で出たフレーズ） 

 医療につながらない 

 精神科の敷居が高く、受診は勧めづらい 

うつなどの啓発や「心療内科」で以前よりは敷居が下がった感 

 世帯支援が重要 

 保健所の役割も 

 地域ケア会議を開く 

 介護者がうつになってしなう 

 周囲の関係者のストレスも 

 引きこもり（親の年金で生活）の親が認知症に 

 パーソナリティ障害はわかりづらい、薬物療法もない 

 入院している例が多いのか、経験は少ない 

 偏見が邪魔をする（近所関係） 

 「拒否」へ対応が困る 

 困っていないと介入しづらい 

 相談に来ない人（ゴミ屋敷、ペット屋敷）への対応・介入 

 アルコール依存症も多い 

次回 

 平成 30 年 10 月○日テーマ「未定」 ※7月は“キッズ”ケアカフェを検討中 

お問い合わせ、 

ケアカフェふじ実行委員会（代表：北西史直 トータルファミリーケア北西医院内） 

ＴＥＬ：61-0119   


